
○収入は好調に推移、しかし新年度は電気料金など動力費や線路使用料が
上がるなど経費増の懸念材料がある

○景気回復したというが物流業界の競争は激しさを増し厳しい状況は依然
として続く

○社員と家族の生活改善に背を向け、企業責任を果たさない回答に断固と
して抗議する

○15年連続ベア・ゼロは社員のモチベーションを低下させ、鉄道事業部門
の赤字からの脱却に影を落とす

○景気回復を行なう上で、個人消費の拡大が最も効果的であるとの指摘か
らも逆行する

○日 時 ２０１４年３月２０日（木）①１８：３０～ ②１８：００～

○場 所 ①宮城県 宮城野貨物駅門前 ②福島県 郡山郡連協

○参加対象 ①宮城県支部・仙総支部組合員
②福島県支部・郡工支部組合員（昼休み集会等含む）

※本部闘争指示第３０号による 抗議行動は３月２４日までとする
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貨物会社は３月１７日、新賃金の支払に関する国労の申し入れに対し、「定期
昇給の実施」「ベアは実施しない」「５５歳以上の賃金改善は１，５００円」
等の回答を行った。組合員と家族に更なる犠牲を強いる「ベア・ゼロ回答」は
断じて許されない。


